
 

 

 

 

 

 

 

 

上庄小学校 ふくい SDGｓパートナー登録校の実践 

子どもたちがミミズコンポストに挑戦！ 

~学校給食で出た野菜クズなどの資源を循環させる~ 

 

 

上庄小学校では、ふくい SDGｓパートナーの登録校として、里芋やさつまいもの栽培、どんぐ

り苗の栽培と植樹、雨水タンクの設置などの取組をしています。今年度は、関西大学横町編集部

と連携を図りながら、今夏より学校内にミミズコンポストを設置しています。 

１学期は大野市地域おこし協力隊である三浦紋人氏を講師にお招きし、５年生、６年生向けに

ミミズコンポストの出前授業を行い、コンポストの仕組みや働きを学びました。そして、関西大

学院生にも協力していただき、校内にミミズコンポストを設置しました。 

2学期からは、子ども達が学校給食で出た野菜クズなどをコンポストで処理する取組をし、ゴ

ミを処理する責任や楽しさを学んでいます。ゴミ処理で得られた堆肥は、学校内の畑で使用する

ことを想定し、野菜作りへの循環に発展させていきます。 

この取組は、社会で興味関心が高い SDGsや循環型社会を子ども達が実践する貴重な機会と捉

え、学年を越え、中長期で実施する内容となっています。 

つきましては、本学の取組や地球環境に興味を持っていただきたく、当日の取材をお願い致し

ます。 

 

記 

 

１ 日  時    令和４年１０月２０日（木） １４：４５～１５：３０ 

 

２ 場  所    上庄小学校 

 

３ 内  容    ５，６年生が、三浦紋人氏からミミズコンポストの使い方を学ぶ。 

           

報 道 資 料 

【発信日】令和４年１０月７日 

【問合わせ先】 

 大野市上庄小学校 担当：藤木洋子(教頭) 

 電話 0779-64-1331  


